
              

 

人道支援マッチング交付金報告書 
 

１．LCIF 交付金番号：        MAT17254/335-B 

 

２．承認された交付金額：     US$47,500 

 

３．事業の開始日および終了日：   10 January 2020 ～ 9 October 2021 

 

４．事業が実施された地域：    City of Conchagua in El Salvador 

(エルサルバドル共和国 コンチャグア市) 

 

５．この事業を行おうとライオンズが思い立つに至った現地の状況： 

 

1980 年に勃発した政府と反政府ゲリラ間の内戦は 1992 年まで続いた。隣人や兄弟同士が 

軍とゲリラに分かれて争ったこの内戦が人々に与えた影響は深く、他人に対する強い不信感 

を芽生えさせた。また、国内外への多くの移住により、住民同士の繋がりが途絶えて社会的 

な連帯が失われた。特にコンチャグア市は犯罪グループによる不法活動が蔓延して高い犯罪 

指標（殺人率）となり、不安定な治安、脆弱な社会、家族・コミュニティーの崩壊、地域経 

済活動の停滞という多くの問題を抱えている。 

    青少年の健全な育成こそが根本的にこの問題の解決策であると考えから、犯罪に染まり易 

   い環境の中、青少年の安全を確保して教育現場やスポーツ施設へ届ける必要性が求められて 

いる。現状は彼らを安全に移動させる手段は何もなく、現地は青少年用の公用バスを切望し 

ていた。 

 

６．交付金事業における活動とそれが地域にもたらした恩恵： 

 

      犯罪とかかわりのない健全な青少年の育成に注力し、地域の犯罪リスクの要因を減少させ 

     安定した地域社会を構築する。 

 

７．事業はその目的を達成したか？達成しなかった場合のその説明： 

 

    交付金が承認された頃より新型コロナウイルスの感染拡大が始まり、全てが計画通りに進 

めることが困難であった上に、コンチャグア市の市長の交代で一時は状況が複雑になったが、 

バスは今から活躍することになる。トヨタ製のバスを予定していたがコンチャグア市の意向 

で日産生のバスの贈呈となった。 

 

 



 

８．事業実施においてライオンズが直面した課題： 

    

      バスを贈るだけであっても多くの困難があった。 

まず、現地で関わって頂くライオンズクラブを探すのに苦労した。My Lion からＤ２地区 

のクラブ宛に、何通も文書を送信したが、全く返答が無く、結局エルサルバドル大使を通し 

て、地元の方にサンミゲル LCに手紙を届けて頂くという手法で解決した。My Lion では他 

クラブとコンタクトを取れない現状が分かった。 

次に、バスの手配を当初は米国で進めていたが、陸送代、関税のコストを考慮して最終的 

にエルサルバドル国内で調達することにした。この度はこれで成功したが、経費に運搬費を 

計上できないことに不便が生じないか？ 

また、当初の予定では、メンバーがコンチャグア市役所に直接バスを届ける計画でセレモ 

ニーの日程も決定していたが、コロナ禍は始まりエルサルバドルの学校もトヨタ代理店も長 

くロックダウンが続くことになり、全てが予定どおりに進まず事業が遅れた。そのため、次 

に交付金の申請を待つ事業の承認に支障がでることになった。奉仕活動をスムーズに進める 

にはパンデミック時における異例の対応も検討すきではないかと感じた。 

さらに、海外送金でかなりの苦労があった。私たちのライオンズクラブは法人格を持たな 

い団体のため、特に途上国の企業への送金はマネーロンダリングの問題も関係して相当難し 

いのが現状。この度はエルサルバドルのトヨタ代理店に送金するために、現地の銀行が求め 

た相当多くの文書をスペイン語で作成し提出したにも関わらず、送金は叶わず、結局、直接 

コンチャグア市役所の口座へ送金して何とか事が進んだ。サンミゲルＬＣは財団の登記をし 

ていると聞いたが、法人登録をしていない堺や泉大津のような一般のライオンズクラブが直 

接途上国へ海外支援をするのはそんなに簡単ではないことが分かった。 

 法治国家であっても、政権が変わると約束が守られないことが頻繁に発生する。この度も 

コロナ禍の中、コンチャグア市の市長選挙があり政権が交代したことにより、バスの使途に 

ついて前市長から新市長へ正しく引き継ぎをしていただかなければならない。途上国への支 

援を成功させるには、厳しすぎる覚書の締結と、現地でフォローするライオンズクラブの存 

在が必須だと実感した。 

 

９．事業の実施に触接関わったライオンズの会員数： 

   

     堺ライオンズクラブと泉大津ライオンズクラブの会員の合計数 134人 

 

１０．交付金を受けて行われた事業の直接の受益者数。この合計数の算出法の説明： 

 

コンチャグア市役所によると、学生の年間の直接受益者数は 4,600 人。 

5 カ年の直接受益者数は 23,000 人。 

 

１１．交付金を受けて行われた事業の間接的な受益者数。この合計数の算出法の説明： 

 



市全体が恩恵を受けるため間接受益者を含めるとコンチャグア市の人口 50,000 人に値する。 

 

１２．事業が及ぼしたインパクトは短期的なものか、長期的なものか？事業が継続的に地域社会に 

インパクトを及ぼすと予想された場合には、直接的・間接的な受益者への今後数年間のイン 

パクトについての推定： 

 

事業が及ぼしたインパクトは長期的なものであり、市全体が恩恵を受けるため、直接的・ 

間接的な受益者へのインパクトはコンチャグア市の人口 50,000 人に値する。 

 

１３．この事業は地域の人々がライオンズについての理解を深める上でどのように役に立ったか： 

 

ＬＣＩＦの大きなロゴマークを掲載したバスの寄贈は、皆に喜ばれ感謝されている。コロナ 

禍により運行は遅れているが、今からバスは青少年を乗せて町中を走り活躍することになる。 

頻繁に市民の目に留まることにより、ライオンズクラブへの理解が深まり親しみが町に定着す 

ると考えている。 

現地の関係者に１００個のライオンズマークの付いた友好ピンを贈ったので、関係者に付け 

    て頂きたい。 

このバスの寄贈がコンチャグア市の青少年の健全なる育成に役立ち、彼らが犯罪と関わるこ 

    となく立派に成長され、安定した地域社会の構築に繋がることを信じている。 

堺ライオンズクラブと泉大津ライオンズクラブは、この事業をきっかけに５年後以降もコン 

チャグア市と交流を続けたいと考えている。 

 

１４．事業の受益者からの話や奉仕を受けている様子をとらえた写真を含める。 

 

役所からのメッセージはまだ到着していないので、手元にある写真と文書とビデオを添付する。 

 


